
腐食トラブル ３ チタンを使った屋根・壁材が変色

・事 例 チタンを使った建築に興味があり、旅行の際に各地のチタン建材適用物件を

見て回っているのですが、中にはやや茶色っぽく見えるものがあります。チタン建材
はこのような変色が起こりうるものなのでしょうか。また変色が生じた場合の除去方
法はあるのでしょうか。

・原 因 チタンの
表面酸化膜の
成長が原因

・対 策 チタンは耐食性に優れるため、ステンレスやアルミ建材のように大気中で腐食が生じるこ
とはありませんが、使用環境によってはまれにご質問のような変色が生じる場合があります。
この変色のメカニズムとしては太陽光照射による光電気化学反応が原因となったチタンの極微量
溶解→再析出機構1)と、酸性雨によるチタンの極微量溶解→再析出機構2)が報告されていますが、
これらメカニズムで共通しているのはチタンが極微量溶出した後、溶出チタンが酸化物となって
チタン表面に再析出し、百～二百数十オングストローム程度のごく薄い酸化皮膜を形成するとい
う部分です。この酸化皮膜が光の干渉作用により干渉色を呈することで茶色っぽく見えています。
ご説明しましたようにこの変色は表面に形成されるごく薄い酸化皮膜の存在によるものであり、
本来チタンが有している優れた耐食性を損なうものではありません。なお上記メカニズムが明ら
かになった現在では、チタンの極微量溶出を抑制したチタン建材が各チタン建材メーカーから上
市されており、ご指摘のような変色は生じ難くなっております。
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